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インターバンクの声 （2016年 3 月 14 日） 
 

前日、欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会後のドラギ総裁の発言に反応したユー

ロの値動きは異常とも言えるほどだったが、金曜日には前日からユーロに追

随するかのようにゆっくり上昇していた豪ドルがニューヨーク市場で急上昇

を見せた。アジア時間の日中に発表されていた中国人民元の対ドル基準値が

年初来高値に設定されていたことに加え、ニューヨーク時間になって国際エ

ネルギー機関（ＩＥＡ）月報が原油価格の底打ちの可能性を指摘しているこ

とが分かったことで追い風になっていたようだ。こうした展開になると直ぐ

に「リスク投資意欲の回復」と言われ始める。確かに欧米の株価も揃って大

幅な上昇にもなっているが、今週は米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）、日

銀金融政策決定会合、さらにはイングランド銀行（ＢＯＥ）の金融政策委員

会の開催も予定されており油断は出来ない。米ＦＯＭＣと日銀会合は、現状

維持を決定するにしろ新たな施策判断を出すにしろ、どちらにしても市場が

難癖をつけてくる可能性もある。ただ、当初は反応薄に見えた原油価格の回

復傾向に対する市場の反応がはっきりして来ていることには先行きに期待感

が持てる。 
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